
高頻度軌道検測データに対応した
軌道保守計画支援システム

Decision Support System for Railway Track Maintenance 
Strategy Corresponding to High-frequency Measured Data

【概要】
近年では、軌道検測装置の営業車への搭載が進み、線区によっては、検

測データを従来より高頻度に取得できるようになりつつあります。そこで、高
頻度検測データを用いて軌道状態の将来推移を予測し、マルタイ（MTT）の
運用計画を含む軌道変位保守計画を策定するシステムを開発しました。

【特徴】
従来の計画システムに対して、以下の機能等が新たに増えました。

・１日に複数回検測したデータを読み込み、各日の代表データを作成します
・軌道変位の予測に用いるパラメータをロットごとに算出します。これにより、
予測精度が向上し、高い品質の保守計画を策定できます

・軌道変位の予測誤差をロットごとに算出するため、予測値の信頼性が低い
箇所を把握できます

・多頻度軌道変位保守箇所，軌道変位の季節変動箇所，軌道変位進みの
傾向変化箇所を把握できます

・道床状態を評価でき、結果を道床交換計画の策定に活用できます
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【システム導入の効果】
軌道変位の将来推移を予測する際、進みの実際の変化に良く追従するた

め、品質の高い軌道変位計画を作成できます。

軌道変位保守計画だけでなく、軌道保守計画の総合的な効率化にも有効
です。例えば、軌道変位保守による改善量が少なく、また軌道変位進みが大
きな箇所の道床状態を不良と診断して出力します。この他、軌道変位の季
節変動箇所や急進箇所も出力されます。

【システムの概要】
軌道検測データや保守実績から将来の推移を予測して保守必要箇所を

選定し、良好な軌道状態を維持する軌道変位保守計画を出力します。
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